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中部支社 

 

ＵＲ都市機構とファイティングイーグルス名古屋が 

連携と協力に関する包括協定を締結 

～スポーツを通じて持続可能な地域社会の実現を目指す～ 

 

１．概要 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）と、豊通ファイティングイーグルス株

式会社（以下「ＦＥ名古屋」）は、令和８年３月６日、地域活性化等の社会課題の解決に資す

る協働体制の構築を図り、持続可能な地域社会づくりを推進することを目的とした包括協定を

締結しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．協定締結の背景と狙い 

ＵＲ都市機構は、少子高齢化や地域コミュニティの希薄化などの社会課題に対応するため、

「地域医療福祉拠点化（注)」に取り組んでいます。団地を地域の資源として活用し、医療・福

祉をはじめとした多様なサービスを地域に提供することで、誰もが安心して暮らし続けられる

まちづくりを推進しています。協定締結を契機として、プロバスケットボールチームＦＥ名古

屋との連携を一層推進し、スポーツを切り口とした健康づくりや地域交流を促進するととも

に、持続可能な地域社会づくりを目指してまいります。 

（注）地域の関係者の方々と連携・協力しながら、団地を”地域の資源”として活用し、地域に必要な住宅・施設・    

サービスの整備を推進。団地を含む地域一帯で、”多様な世代が生き生きと暮らし続けられる住まい・まち”

≪ミクストコミュニティ≫づくりを目指す取り組み。 

 

 

  

【本件に関する問い合わせ先】 

ＵＲ都市機構 中部支社 

 住宅経営部 ウェルフェア推進課            （電話）052-238-9284 

総務部 総務・法務課（報道担当）   （電話）052-238-9105 
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（参考）これまでの主な連携実績 

●令和７年３月 藤山台団地（春日井市、グルッポふじとう体育館） 

ＦＥ名古屋所属コーチによるバスケットボールクリニックを開催。 

 

 

●令和７年８月 千代が丘団地（千種区） 

夏休みの居場所づくりとして、ＦＥ名古屋所属選手とのフリースロー対決やサイン会などを実

施。 

 

 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955 年から様々なステークホ

ルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通

して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課

題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありた

いと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生

事業・賃貸住宅事業・災害対応支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 
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